
洋上浮体型風力発電がこれから増える理由

洋上風力発電には，風車を海底に固定する「着床型」
と，風車を洋上に浮かべる「浮体型」とがある．
着床型と浮体型の選択の分かれ目は，設置のコストの面
から水深 50～ 60 m にあり，それ以上深いところでは浮
体型の方がコストが安くなるといわれている．
遠浅の海が多いイギリスなどのヨーロッパは今のところ
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着床型が一般的であるが，日本は海が急激に深くなってい
る場所が多いため，着床型の方が安い海域は限られてお
り，浮体型が適している海域の方が約 5.3 倍あるといわ
れている．
また，浮体型は水深 100 m 以上の場所に設置されるの
で，たとえば沿岸沿，甚大なを沿らす可能のあ

る津波でも沿 ，沖合では津波があまりしてゎき，Ｆま琶
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